
第三十四巻　　第
　　　　　第三百九十五號

　　　　昭和二十五年九月一欄螢行

平

就
品
川
騒
†
界
の
近
況
（
臼
井
二
爾
）

國
際
冊
東
洋
蕊
撃
愈
乱
議
の
こ
と
な
ど
（
長
尾
雅
人
）

都
ue

鄭
恥
　暴

　窒

安
藤
孝
行

思
辮
論
理
の
可
能
性
に
就
い
て
（
完
）
・
：
：
・
　
山
本
溝
幸

求
道
隠
代
の
佛
陀
・
：
：
：
…
：
・
：
・
武
内
義
範

京都大三文撃部内

　京都哲學會

曜
泓
二
十
匹
駕
致
〆
．
㌦
メ
嚇
省
特
甥
級
承
諾
轍
誌
露
田
五
蕊
號

火
正
五
年
M
幽
潟
六
薦
鐸
　
罵
珊
肌
　
櫨
洗
物
餌
舳
冨
写
　
昭
瀦
ニ
や
五
年
八
月
二
十
玉
鶴
邸
刷

（
轟
月
一
窩
一
覆
嚢
行
）



京
都
暫
學
會
規
約

一
、
本
塁
M
は
廣
義
に
お
仙
り
る
折
隅
學
の
研
究
・
と
吋
〆
、
の
菩
及
を
圃
踊
る

　
こ
と
を
霞
的
と
す
る

一
、
右
の
隅
的
の
た
め
に
次
の
事
業
を
”
賀
ふ

8
　
纏
月
】
偶
落
究
禽
を
附
く

仁り

@
鮭
年
上
儒
謙
演
曾
を
開
く

日
　
維
月
帽
何
「
哲
學
研
究
」
を
搬
行
ず
る

咽
、
本
門
の
聡
簗
を
漣
行
ず
る
た
め
に
霧
炎
若
干
名
を
お
く
、

乗次

�
ﾍ
｛
駅
都
大
附
型
折
咽
學
科
難
撚
官
及
び
委
員
＾
緯
嚇
に
お
い
て
推
驚
短

し
た
者
に
委
囑
す
る

一
、
本
曾
は
曾
携
〔
組
綾
と
し
、
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
繋
校
・
職
審
館
・
典
他
の
醐
號
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

倉
す
る
こ
と
も
で
量
る
　
　
　
　
　
．

一
、
愈
貴
は
童
　
璽
と
し
て
年
五
困
○
脳
、
ヌ
は
牢
年
二
七
〇
囲

を
薗
納
す
る

一
、
禽
隅
猟
は
脅
μ
輔
融
の
酔
胆
諭
を
受
け
v
．
奪
註
帥
に
臨
隊
山
省
す
る
曲
諮
種
の

行
辮
に
禺
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
禽
は
窮
務
所
を
京
都
大
學
文
墨
部
内
に
海
く

一、

{
禽
規
約
の
改
正
縫
更
痔
は
委
川
蝋
曾
の
決
議
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員
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哲
蟻
欝
究
　
簸
罵
買
九
十
蹴
號

反
駁
も
行
は
れ
て
る
ゐ
が
、
そ
の
卿
．
湿
り
隔
と
し
て
指
鋤
す
る
瓶
、
齢
ち

教
育
に
欝
し
て
、
人
間
の
内
面
的
・
精
聯
的
な
ヅ
ァ
ィ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
開

費
に
重
黙
を
既
き
、
雲
際
的
技
能
の
調
藻
よ
り
も
一
般
的
人
鋤
能
力
の
競

登
に
薩
競
を
お
く
べ
し
、
と
す
る
四
兄
解
に
は
聞
く
べ
き
黙
が
あ
る
と
認
つ
へ

る
。
然
し
賢
際
酌
な
教
敷
臼
端
が
渋
に
欝
す
る
考
へ
、
饗
挫
段
階
の
八
刀
け
轟
が
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
ヘ
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
な

は
、
幾
渉
滋
義
者
の
解
説
と
大
し
た
憩
泌
は
な
い
や
う
に
謬
盛
。
」
と
甜

論
さ
れ
た
む
炎
申
贋
後
、
　
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ヤ
リ
融
解
の
考
へ
、
・
て
の
申
ギ
、
も

駕」

x
さ
る
べ
糺
難
隔
り
。
囲
。
閏
留
滞
ご
雛
紳
（
永
久
主
震
碧
）
　
の
見
撫
批
、
W
双
び
か
悩
に
糟
遡
｛
，

る
叢
渉
、
煮
驚
箪
帽
の
燃
一
よ
り
の
批
倒
然
．
に
つ
い
で
．
請
濟
繭
ル
．
押
嘗
ふ
。

　
「
部
落
問
題
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
　
　

弘

　
歌
育
の
覗
場
に
常
に
存
雀
し
，
然
も
は
か
ぐ
し
い
鯵
決
を
見
際
い
園

灘
癒
闘
題
と
し
て
、
懸
瀞
滑
問
題
に
つ
い
て
そ
の
笠
欺
を
癩
介
さ
れ
た
。
郎

ち
置
そ
の
脚
猟
壕
…
の
醸
因
、
．
愚
凧
無
礼
的
昏
戚
惣
泌
．
簿
嚇
喉
‘
特
に
験
覇
い
に
執
か
け
る
轡
ハ
蝋
朗
悔

更
鷺
奮
鍔
す
る
一
繊
寅
災
の
知
識
・
態
疲
の
實
軽
萬
査
の
船
儀
に
つ
い

　
　
　
　
ノ

て
譲
じ
，
部
落
間
総
の
撫
っ
て
床
る
撰
、
旧
び
ユ
、
の
解
決
の
織
難
麓
、
算

ら
一
般
人
の
…
醐
の
鰯
濃
彊
に
館
｛
ジ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
一
戦
々
の
鍛
一
例

を
あ
げ
て
繊
調
さ
れ
、
鰯
瀦
町
育
と
総
さ
れ
る
も
の
は
、
弛
匿
を
澱
象
と

し
て
行
は
る
べ
竈
も
の
で
は
な
く
、
　
一
般
轍
倉
人
に
向
け
ら
簸
る
べ
蓮
も

の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
地
瓢
…
ル
滞
欝
幽
幽
と
｛
ラ
礁
媚
州
ゾ
響
．
は
、
》
、
の
劣
絶
呼
破
纈
の

舞
除
に
重
．
獣
が
お
か
れ
て
る
る
こ
と
を
示
書
れ
、
こ
の
闘
懸
に
讃
す
る
薫

し
い
織
醇
を
纂
望
諏
・
縞
れ
た
ゆ
畿
豪
後
、
貧
際
に
起
つ
た
瞬
髄
、
欝
藍
の
も

　
つ
緯
購
嫁
を
中
心
に
講
諭
を
行
ふ
（
終
了
九
時
串
）
。
　
　
　
　
（
蜂
縫
）

糊
h

g

尾
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卯

剛
悶
曜
野
留
・
次
醸
岬
氏
「
ア
亨
ス
ト
テ
レ
ス
存
在
込
繭
の
蕪
礎

難
培
い
て
」
の
正
嚢
（
儀
し
特
に
電
要
た
も
の
に
つ
い
て
）

鋤
蟹
　
㎝

・
窯
百
八
十
…
隔
ご
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讐
蕾
八
＋
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㎜
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一

鋼
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搬
菅
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霊
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π　　頁
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一　7？
rit
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　に

範
　嚇
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辮・

輝
　‘り

　原

璽並

　ec
範
　　声

濾・

輝

の
　原

一

疋

菰庶
嬢 鰐　一一

　
…
曇

醗
　
け
、
ら
れ

　
…三
聾
鴛
D
の
に

　
｝八　

ﾀ
り
の
海
運
的
霧
奮

　
｝

　
　
　
　
　
の
　
の

九
｝
取
扱
ふ
作
晶

　
…一

・
薩
四
聞
の
撒
一
瞭
蹴
綾

隣
：
：
：
、

…
け
、
ま
丸
働
造
か
け

τ
れ
等
包
ま
れ
た
竜
の
に

｝
　
　
　
・

｝
欝
し
、
そ
れ
に

一統
葉
限
り
の
感
難

一
的
存
在

㎝
…
作
品
｝
　
　
　
　
：

㎜
聯
膿
側
の
弗
連
細
蝋
的
連

バ
　
の…
綾

前置簸潮

1

キ

混

ル
か
コψ

1

ノレ

；嵜

宗

敷
的
貴
イ1：

e
？

璽
・汗

握的
心
絃

と

歳
職
±

諜
題
倉
、む

石
津
　
照
犠

　
　
　
　
　
　
t

灘
礪
（
鶴
隔
淫
に
…
…
…
山
本
清
幸

　
　
　
　
　
も

鎌
倉
期
馬
田
数
の
塩
竃
論
的
展
開
：
：
　
河
野
　
憲
轟

－
一
燭
の
當
鱒
い
の
念
蝉
に
つ
い
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎

　
囎
冨
隙
一
襲
Q
『
3
乙
℃
層
§
ら
．
篇
塾
・
、
、
㍉
鳶
隔
蔑
導
亀
高
遥
礼
h
麟
．
匙

　
と
と
3
窪
♂
◎
ペ
ミ
胤
無
鳶
ら
ミ
鳶
ぜ
ミ
．
ミ
．
覧
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
賀
鐵
太
郷
）
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命
臼

皆

㎝、

{
田
へ
入
禽
希
望
の
方
は
京
都
古
左
京
麗
田
寧
醤
浦
町
弘

か
ハ
堂
…
内
山
暴
楓
W
赫
据
騨
型
奮
似
係
宛
に
規
定
の
禽
樋
響
ハ
を
お
鵜
瓢
込
下
さ
い

「
柵
｝
「
替
口
｛
燦
山
示
塒
即
輔
九
箕
五
山
ハ
曜
笹
　
申
尿
都
哲
想
｝
命
回
」

一
、
前
金
切
れ
の
場
倉
は
特
封
に
「
，
繭
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま
す

か
ら
蕪
ち
に
御
魏
込
下
さ
い

剛
、
舟
見
員
の
韓
賦
贋
入
汲
岬
奮
回
緬
叩
（
編
集
蹴
↑
務
以
外
の
一
切
）
の
蹴
聯
勝

は
弘
文
堂
・
内
山
泉
都
哲
…
學
曾
保
へ
御
｝
巡
知
下
さ
い

一、

{
鰍
附
の
鱈
細
集
に
闘
開
す
る
覇
償
偏
∵
獅
朋
蝋
円
轟
皆
・
寄
脇
州
難
鄭
鱒
肥
ザ
は
す

べ
て
本
願
乱
苑
に
お
…
述
り
下
さ
い

京
都
大
學

タ
學
郡
内

註
文
規
定

京
都
哲
學
三

一、

D
圃
貝
以
外
の
購
讃
出
侶
の
御
籠
叉
及
び
疲
集
隠
に
閲
開
す
る
件
は

「
…
弘
文
堂
」
へ
纏
丹
串
恥
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
青
山
久
は
盛
メ
ペ
て
代
金
郵
穐
皿
ハ
煎
金
に
て
お
逡
り

下
さ
い

「
、
特
に
講
求
書
及
び
領
牧
轡
難
を
要
す
る
場
合
は
郵
雰
八
醐

を
お
塗
り
下
さ
い

昭
瀦
二
十
・
五
年
八

昭
和
二
十
五
年
九
月 月
骨
五
摂
印
脳

編
集
人

嚢
行
入

印
鰯
入

印
棚
所

為
行
所
…

一
日
磯
行獄野津久三代一．京

　れ　　　　　　　　ナみ

1鹿1撫激都
中　 憩　　　 學哲
1幸1難しE’學

環　 圏　　　　藩
　ノ○保嬉男勉内會

三
野
堂
印
醐
部

東
都
市
田
中
菖
浦
町
濯
○

愈株
寵二式

義弘

薔
欝文

彊
西堂

定便

数

定
　
　
償
　
　
郵
　
　
種

一

世
四
＋
五
三
一
雪

袴
前
金
）
丁
草
＋
旦
二
八
園

＋
垂
前
金
二
吾
學
些
弓
手
奮

（袖陀

N
叉
は
咽
年
上
に
騎
算
い
た
し
ま
す
）
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）
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